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半
田
吉
信
先
生
略
歴
一
九
四
八
年
一
月
四
日
広
島
県
呉
市
に
生
れ
る
一
九
六
六
年
三
月
広
島
県
呉
三
津
田
高
等
学
校
卒
業
一
九
六
六
年
四
月
京
都
大
学
法
学
部
入
学
一
九
七
〇
年
三
月
京
都
大
学
法
学
部
卒
業
一
九
七
〇
年
四
月
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
（
修
士
課
程
）
進
学
一
九
七
二
年
三
月
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
（
修
士
課
程
）
修
了
（
法
学
修
士
）
一
九
七
二
年
四
月
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
（
博
士
課
程
）
進
学
一
九
七
四
年
三
月
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
（
博
士
課
程
）
中
退
一
九
七
四
年
四
月
千
葉
大
学
人
文
学
部
専
任
講
師
（
民
法
）
一
九
八
一
年
四
月
千
葉
大
学
人
文
学
部
助
教
授
（
民
法
）
一
九
八
一
年
四
月
千
葉
大
学
法
経
学
部
助
教
授
（
民
法
）
に
配
置
換
一
九
九
〇
年
四
月
千
葉
大
学
法
経
学
部
教
授
（
民
法
）
に
昇
任
一
九
九
三
年
四
月
千
葉
県
弁
護
士
会
綱
紀
委
員
会
参
与
員
（
〜
一
九
九
七
年
三
月
）
一
九
九
五
年
一
〇
月
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
（
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
大
学
）
に
て
海
外
研
修
（
〜
一
九
九
六
年
八
月
）
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
法
学
博
士
（
京
都
大
学
）
二
〇
〇
一
年
四
月
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
臨
床
医
学
研
究
倫
理
審
査
放
射
線
治
療
部
会
委
員
（
〜
二
〇
一
三
年
三
月
）
二
〇
〇
二
年
八
月
文
部
科
学
省
短
期
在
外
研
究
員
と
し
て
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
（
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
大
学
）
へ
出
張
（
〜
二
〇
〇
二
年
九
月
）
二
〇
〇
四
年
四
月
千
葉
大
学
大
学
院
専
門
法
務
研
究
科
教
授
（
民
法
）
に
配
置
換
二
〇
〇
六
年
一
月
公
認
会
計
士
試
験
委
員
（
民
法
）（
〜
二
〇
〇
九
年
一
一
月
）
二
〇
一
三
年
三
月
千
葉
大
学
を
定
年
に
よ
り
退
職
二
〇
一
三
年
四
月
千
葉
大
学
名
誉
教
授
半田吉信先生 略歴
６６７
半
田
吉
信
先
生
主
要
著
作
目
録
Ⅰ
著
書
大
阪
市
市
場
局＝
京
都
比
較
法
セ
ン
タ
ー
編
『
消
費
者
関
係
判
例
シ
ス
テ
ム
（
一
九
七
〇
年
〜
一
九
七
三
年
）』（
分
担
執
筆
）（
一
九
七
九
年
三
月
）
大
阪
市
市
場
局＝
京
都
比
較
法
セ
ン
タ
ー
編
『
消
費
者
関
係
判
例
シ
ス
テ
ム
（
一
九
七
四
年
〜
一
九
七
八
年
）』（
分
担
執
筆
）（
一
九
八
〇
年
三
月
）
甲
斐
道
太
郎＝
石
田
喜
久
夫
編
『
民
法
教
室
（
２
）
―
債
権
―
』
（
第
六
講
債
務
の
消
滅
（
１
）
を
執
筆
）（
法
律
文
化
社
）（
一
九
八
一
年
一
一
月
）
『
担
保
責
任
の
再
構
成
』（
三
嶺
書
房
）（
一
九
八
六
年
一
月
）
林
良
平
編
『
基
本
法
学
双
書
債
権
総
論
』（
第
二
章
債
権
の
目
的
を
執
筆
（
一
七
〜
四
八
頁
））（
青
林
書
院
）（
一
九
八
六
年
三
月
）
水
本
浩＝
伊
藤
進
編
『
基
本
問
題
セ
ミ
ナ
ー
民
法
２
債
権
法
』
（
１６
危
険
負
担
を
執
筆
）（
一
粒
社
）（
一
九
八
八
年
三
月
）
下
森
定
ほ
か
編
著
『
西
ド
イ
ツ
債
務
法
改
正
鑑
定
意
見
の
研
究
（
法
政
大
学
現
代
法
研
究
所
叢
書
９
）』（
ペ
ー
タ
ー
ス
、
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
の
消
滅
時
効
の
改
正
提
案
を
執
筆
）（
日
本
評
論
社
）（
一
九
八
八
年
三
月
）
伊
藤
進＝
小
川
英
明
編
『
逐
条
民
法
特
別
法
講
座
５
債
権
総
論
』
（
第
四
節
債
権
の
譲
渡
を
執
筆
）（
一
九
八
八
年
四
月
）
川
井
健
ほ
か
編
『
民
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
総
則
編
第
三
巻
』（
九
九
条
〜
一
〇
三
条
、
一
一
〇
条
を
執
筆
）（
ぎ
ょ
う
せ
い
）（
一
九
八
九
年
六
月
）
川
井
健
編
『
判
例
マ
ニ
ュ
ア
ル
民
法
Ⅰ
総
則
』（
使
者
と
基
本
代
理
権
な
ど
９
項
目
を
執
筆
）（
三
省
堂
）（
一
九
八
九
年
九
月
）
川
井
健＝
鎌
田
薫
編
『
基
本
問
題
セ
ミ
ナ
ー
民
法
３
親
族
・
相
続
法
』（
遺
留
分
を
執
筆
（
二
八
〇
〜
二
九
二
頁
））（
一
粒
社
）（
一
九
九
〇
年
四
月
）
川
井
健
編
著
『
判
例
マ
ニ
ュ
ア
ル
民
法
Ⅳ
債
権
各
論
』（
売
買
一
方
の
予
約
の
法
的
性
質
な
ど
１８
項
目
を
執
筆
（
九
〇
〜
一
二
五
頁
））（
三
省
堂
）（
一
九
九
〇
年
五
月
）
小
野
幸
二
編
著
『
基
本
民
法
シ
リ
ー
ズ
Ⅲ
債
権
総
論
』（
連
帯
債
務
、
保
証
債
務
の
章
を
執
筆
（
一
七
〇
〜
二
三
二
頁
））（
八
千
代
出
版
）（
一
九
九
〇
年
五
月
）
小
野
幸
二
編
著
『
基
本
民
法
シ
リ
ー
ズ
Ⅳ
債
権
各
論
』（
不
当
利
得
、
不
法
行
為
の
効
果
を
執
筆
（
三
一
五
〜
三
五
二
頁
、
三
八
九
〜
四
三
六
頁
））（
八
千
代
出
版
）（
一
九
九
〇
年
一
〇
月
）
三
和
一
博＝
平
井
一
雄
編
『
債
権
各
論
要
説
』（
贈
与
、
売
買
、
交
換
を
執
筆
（
五
七
〜
一
一
三
頁
））（
青
林
書
院
）（
一
九
九
一
年
二
６６８
月
）
半
田
正
夫＝
近
江
幸
治＝
池
田
真
朗＝
本
田
純
一＝
右
近
健
男
編
『
ス
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
民
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
問
題
と
ヒ
ン
ト
』（
売
買
（
１
）、（
２
）
を
執
筆
（
一
六
二
〜
一
六
五
頁
））（
一
粒
社
）（
一
九
九
二
年
五
月
）
山
口
純
夫
編
『
民
法
概
説
シ
リ
ー
ズ
Ⅱ
物
権
法
』（
担
保
物
権
序
論
、
留
置
権
、
先
取
特
権
、
質
権
を
執
筆
（
一
八
三
〜
二
二
四
頁
））（
青
林
書
院
）（
一
九
九
二
年
五
月
）
林
良
平＝
安
永
正
昭
編
『
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
民
法
Ⅱ
―
債
権
―
』（
危
険
負
担
を
執
筆
（
一
〇
七
〜
一
一
三
頁
））（
有
信
堂
）
（
一
九
九
二
年
九
月
）
伊
藤
進
編
『
ホ
ー
ン
ブ
ッ
ク
民
法
Ⅲ
債
権
総
論
』（
第
八
章
債
権
の
内
容
実
現
に
よ
る
消
滅
（
弁
済
）
を
執
筆
（
一
四
七
〜
一
七
七
頁
））（
北
樹
出
版
）（
一
九
九
六
年
五
月
）
下
森
定＝
岡
孝
編
『
ド
イ
ツ
債
務
法
改
正
委
員
会
草
案
の
研
究
（
法
政
大
学
現
代
法
研
究
所
叢
書
１５
）』（
契
約
上
ま
た
は
契
約
前
の
債
務
関
係
の
発
生
な
ど
を
執
筆
（
四
五
〜
五
三
頁
））（
法
政
大
学
出
版
局
）（
一
九
九
六
年
六
月
）
甲
斐
道
太
郎＝
石
田
喜
久
夫
編
『
新
民
法
教
室
Ⅱ
―
債
権
―
』（
第
六
講
債
務
の
消
滅
（
１
）
を
執
筆
（
七
八
〜
九
六
頁
））（
法
律
文
化
社
）（
一
九
九
二
年
四
月
）
『
売
買
契
約
に
お
け
る
危
険
負
担
の
研
究
』（
信
山
社
）（
一
九
九
九
年
七
月
）
川
井
健＝
鎌
田
薫
編
『
債
権
総
論
（
現
代
青
林
講
義
）』（
第
四
章
債
権
の
強
制
履
行
を
執
筆
（
三
六
〜
五
一
頁
））（
青
林
書
院
）（
一
九
九
九
年
九
月
）
甲
斐
道
太
郎＝
石
田
喜
久
夫
編
『
新
民
法
教
室
Ⅱ
﹇
第
二
版
﹈
債
権
』（
第
六
講
債
務
の
消
滅
（
１
）
を
執
筆
（
七
七
〜
九
五
頁
））
（
法
律
文
化
社
）（
二
〇
〇
二
年
三
月
）
小
野
幸
二
編
『
演
習
ノ
ー
ト
親
族
法
・
相
続
法
﹇
全
訂
版
﹈』（
日
常
債
務
と
表
見
代
理
等
を
執
筆
（
計
九
頁
））（
法
学
書
院
）（
二
〇
〇
二
年
四
月
）
奥
田
昌
道＝
安
永
正
昭＝
池
田
真
朗
編
『
判
例
講
義
民
法
Ⅱ
債
権
』（
保
証
債
務
を
執
筆
（
七
二
〜
七
七
頁
））（
悠
々
社
）（
二
〇
〇
二
年
四
月
）
『
ド
イ
ツ
債
務
法
現
代
化
法
概
説
』（
信
山
社
）（
二
〇
〇
三
年
三
月
）
伊
藤
進
編
『
ホ
ー
ン
ブ
ッ
ク
民
法
Ⅴ
親
族
・
相
続
法
』（
相
続
の
承
認
・
放
棄
、
遺
留
分
制
度
を
執
筆
（
二
三
九
〜
二
五
六
頁
、
二
七
八
〜
二
九
二
頁
））（
北
樹
出
版
）（
二
〇
〇
三
年
四
月
）
伊
藤
進
編
『
ホ
ー
ン
ブ
ッ
ク
民
法
Ⅲ
債
権
総
論
﹇
改
訂
版
﹈』（
第
八
章
債
権
の
内
容
実
現
に
よ
る
消
滅
（
弁
済
）
を
執
筆
（
一
五
一
〜
一
八
二
頁
））（
北
樹
出
版
）（
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
）
小
野
幸
二＝
高
岡
信
男
編
『
法
律
用
語
辞
典
』（
担
保
物
権
法
、
債
権
各
論
を
執
筆
（
八
四
〜
九
五
頁
、
一
一
一
〜
一
三
三
頁
））（
法
学
書
院
）（
二
〇
〇
四
年
二
月
）
『
契
約
法
講
義
』（
信
山
社
）（
二
〇
〇
四
年
九
月
）
甲
斐
道
太
郎＝
石
田
喜
久
夫
編
『
新
民
法
教
室
Ⅱ
債
権
﹇
第
三
半田吉信先生 主要著作目録
６６９
版
﹈』（
第
六
講
債
権
の
消
滅
（
１
）
を
執
筆
（
七
八
〜
九
六
頁
）
（
法
律
文
化
社
）（
二
〇
〇
五
年
四
月
）
『
契
約
法
講
義
﹇
第
二
版
﹈』（
信
山
社
）（
二
〇
〇
五
年
四
月
）
奥
田
昌
道＝
安
永
正
昭＝
池
田
真
朗
編
『
判
例
講
義
民
法
Ⅱ
債
権
﹇
補
訂
版
﹈』（
保
証
債
務
を
執
筆
（
七
二
〜
七
七
頁
））（
悠
々
社
）
（
二
〇
〇
五
年
四
月
）
伊
藤
進
編
『
ホ
ー
ン
ブ
ッ
ク
民
法
Ⅴ
親
族
・
相
続
法
﹇
改
訂
版
﹈』（
相
続
の
承
認
、
放
棄
、
遺
留
分
制
度
を
執
筆
（
二
三
八
〜
二
五
六
頁
、
二
七
九
〜
二
九
三
頁
））（
北
樹
出
版
）（
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
）
小
野
幸
二＝
高
岡
信
男
編
『
法
律
用
語
辞
典
﹇
第
二
版
﹈』（
担
保
物
権
法
、
債
権
各
論
を
執
筆
）（
法
学
書
院
）（
二
〇
〇
五
年
一
一
月
）
伊
藤
進
編
『
ホ
ー
ン
ブ
ッ
ク
民
法
Ⅲ
債
権
総
論
﹇
再
改
訂
版
﹈』
（
第
８
章
債
権
の
内
容
実
現
に
よ
る
消
滅
を
執
筆
）（
北
樹
出
版
）
（
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
）
『
弁
護
士
報
酬
敗
訴
者
負
担
制
度
の
比
較
研
究
―
―
ド
イ
ツ
の
敗
訴
者
負
担
原
則
と
日
本
の
裁
判
実
務
』（
法
律
文
化
社
）（
二
〇
〇
六
年
一
一
月
）
『
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
民
法
家
族
法
』（
鹿
野
菜
穂
子
・
佐
藤
啓
子
・
青
竹
美
佳
と
共
著
）（
法
律
文
化
社
）（
二
〇
〇
六
年
一
一
月
）
奥
田
昌
道＝
池
田
真
朗＝
潮
見
佳
男
編
『
法
学
講
義
民
法
４
債
権
総
論
』（
第
４
章
多
数
当
事
者
の
債
権
関
係
の
う
ち
１
〜
４
を
執
筆
（
悠
々
社
）（
二
〇
〇
七
年
一
一
月
）
椿
寿
夫
ほ
か
編
『
民
法
改
正
を
考
え
る
﹇
法
律
時
報
増
刊
﹈』（
錯
誤
規
定
を
ど
う
見
直
す
か
、
解
除
の
要
件
に
つ
い
て
の
改
正
を
ど
う
考
え
る
か
、
担
保
責
任
規
定
と
債
務
不
履
行
規
定
の
関
係
を
ど
う
考
え
る
か
、
の
三
項
目
を
執
筆
）（
日
本
評
論
社
）（
二
〇
〇
八
年
九
月
）
『
ド
イ
ツ
新
債
務
法
と
民
法
改
正
』（
信
山
社
）（
二
〇
〇
九
年
九
月
）
松
本
恒
雄＝
潮
見
佳
男
編
『
判
例
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
民
法
Ⅰ
総
則
・
物
権
』（
民
法
一
七
七
条
の
対
抗
要
件
（
１
）
〜
（
４
）
を
執
筆
）
（
信
山
社
）（
二
〇
一
〇
年
三
月
）
『
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
民
法
家
族
法
﹇
第
二
版
﹈』（
鹿
野
菜
穂
子
・
佐
藤
啓
子
・
青
竹
美
佳
と
共
著
）（
法
律
文
化
社
）（
二
〇
一
二
年
四
月
）
『
ハ
ー
グ
条
約
と
子
の
連
れ
去
り
―
―
ド
イ
ツ
の
経
験
と
日
本
へ
の
示
唆
』（
法
律
文
化
社
）（
二
〇
一
三
年
一
月
）
Ⅱ
論
文
「
特
殊
売
買
関
係
に
お
け
る
危
険
負
担
―
建
物
、
造
作
買
取
請
求
、
競
売
、
割
賦
販
売
―
」
法
律
時
報
四
六
巻
四
、
五
号
（
一
九
七
四
年
四
月
、
五
月
）
「
目
的
到
達
法
理
の
史
的
発
展
」
千
葉
大
学
法
経
研
究
四
号
、
五
号
、
六
号
、
七
号
（
一
九
七
五
年
三
月
、
一
九
七
六
年
三
月
、
一
九
七
七
年
三
月
、
一
九
七
八
年
三
月
）
「
不
特
定
物
売
買
に
お
け
る
危
険
負
担
」
法
律
時
報
四
七
巻
一
三
号
、
四
八
巻
一
号
（
一
九
七
五
年
一
一
月
、
一
九
七
六
年
一
月
）
６７０
「
目
的
到
達
に
よ
る
債
権
の
消
滅
に
つ
い
て
」
私
法
四
〇
号
（
一
九
七
八
年
五
月
）
「
請
負
契
約
に
お
け
る
危
険
負
担
」
磯
村
哲
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
『
市
民
法
学
の
形
成
と
展
開
上
』（
一
九
七
八
年
六
月
）
「
請
負
契
約
に
お
け
る
危
険
負
担
―
ロ
ー
マ
法
、
ド
イ
ツ
普
通
法
を
中
心
と
し
て
―
」
民
商
法
雑
誌
七
九
巻
六
号
（
一
九
七
九
年
三
月
）
「
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
危
険
負
担
―
買
主
危
険
負
担
主
義
の
起
源
と
そ
の
展
開
―
」
千
葉
大
学
法
経
研
究
八
、
九
号
（
一
九
七
九
年
三
月
、
一
九
八
〇
年
三
月
）
「
海
上
売
買
に
お
け
る
危
険
負
担
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
〇
六
号
（
一
九
七
九
年
一
二
月
）
「
ド
イ
ツ
普
通
法
に
お
け
る
危
険
負
担
―
買
主
危
険
負
担
主
義
か
ら
売
主
危
険
負
担
主
義
へ
―
」
千
葉
大
学
法
経
研
究
一
〇
号
（
一
九
八
一
年
三
月
）
「
種
類
債
務
に
お
け
る
危
険
負
担
―
ド
イ
ツ
普
通
法
を
中
心
と
し
て
―
」
千
葉
大
学
法
経
研
究
一
一
号
（
一
九
八
二
年
三
月
）
「
民
事
執
行
と
所
有
権
留
保
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
六
四
号
（
一
九
八
二
年
四
月
）
「
売
買
契
約
に
お
け
る
危
険
負
担
―
民
法
五
三
四
号
一
項
を
め
ぐ
っ
て
―
」
林
良
平
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
『
現
代
私
法
学
の
課
題
と
展
望
下
』（
有
斐
閣
）（
一
九
八
二
年
七
月
）
「
古
代
法
に
お
け
る
瑕
疵
担
保
責
任
―
瑕
疵
担
保
法
の
起
源
―
」
千
葉
大
学
法
経
研
究
一
二
号
（
一
九
八
二
年
九
月
）
「
動
産
の
変
則
担
保
」
高
島
平
蔵
先
生
還
暦
記
念
『
現
代
金
融
担
保
法
の
展
開
』（
成
文
堂
）（
一
九
八
二
年
一
二
月
）
「
保
証
債
務
と
消
滅
時
効
」
手
形
研
究
二
六
巻
一
四
号
（
一
九
八
二
年
一
二
月
）
「
時
効
期
間
と
除
斥
期
間
の
分
化
過
程
―
ド
イ
ツ
普
通
法
を
中
心
に
―
」
法
律
時
報
五
五
巻
三
号
（
一
九
八
三
年
三
月
）
「
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
瑕
疵
担
保
責
任
―
要
件
を
中
心
に
―
」
千
葉
大
学
法
経
研
究
一
三
号
（
一
九
八
三
年
三
月
）
「
遺
留
分
減
殺
請
求
権
の
期
間
制
限
」
法
律
時
報
五
五
巻
四
号
（
一
九
八
三
年
四
月
）
「
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
瑕
疵
担
保
責
任
―
効
果
を
中
心
に
―
」
千
葉
大
学
法
経
研
究
一
四
号
、
一
五
号
（
一
九
八
三
年
九
月
、
一
九
八
四
年
一
月
）
「
背
信
的
悪
意
者
排
除
論
の
再
検
討
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
一
三
号
（
一
九
八
四
年
五
月
）
「
危
険
負
担
」
星
野
英
一
編
『
民
法
講
座
５
契
約
』（
有
斐
閣
）
（
一
九
八
五
年
六
月
）
「
消
滅
時
効
法
改
正
に
関
す
る
ペ
ー
タ
ー
ス
、
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
の
提
案
」
法
学
志
林
八
三
巻
三
号
、
四
号
（
一
九
八
六
年
二
月
、
一
九
八
六
年
三
月
）（
＊
下
森
定
ほ
か
編
著
・
前
掲
西
ド
イ
ツ
債
務
法
改
正
鑑
定
意
見
の
研
究
（
法
政
大
学
現
代
法
研
究
所
叢
書
９
）
に
再
録
）
「
危
険
負
担
」
法
学
教
室
六
八
号
（
一
九
八
六
年
五
月
）
「
所
有
権
留
保
と
譲
渡
担
保
の
競
合
関
係
」
千
葉
大
学
法
学
論
集
一
巻
一
号
（
一
九
八
六
年
九
月
）
「
消
滅
時
効
の
援
用
と
信
義
則
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
七
二
号
（
一
九
八
半田吉信先生 主要著作目録
６７１
六
年
一
一
月
）
「
幼
児
引
渡
請
求
と
そ
の
強
制
方
法
―
通
常
訴
訟
、
人
身
保
護
手
続
、
家
事
審
判
―
」
千
葉
大
学
法
学
論
集
一
巻
二
号
、
二
巻
一
号
、
二
号
（
一
九
八
七
年
二
月
、
一
九
八
七
年
九
月
、
一
九
八
八
年
二
月
）
「
リ
ー
ス
会
社
の
物
件
引
渡
義
務
」
金
融
・
商
事
判
例
七
八
二
号
（
リ
ー
ス
取
引
―
そ
の
理
論
と
実
務
―
）（
一
九
八
八
年
一
月
）
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
雇
用
契
約
に
関
す
る
リ
ー
プ
の
提
案
」
千
葉
大
学
法
学
論
集
三
巻
一
号
（
一
九
八
八
年
八
月
）
「
ロ
ー
ン
提
携
販
売
と
抗
弁
権
の
切
断
条
項
―
西
ド
イ
ツ
法
を
手
が
か
り
と
し
て
―
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
七
二
四
号
、
七
二
五
号
（
一
九
九
〇
年
六
月
、
七
月
）
「
保
護
範
囲
説
に
は
、
解
釈
上
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
か
」
椿
寿
夫
編
『
講
座
現
代
契
約
と
債
権
の
展
望
２
』（
日
本
評
論
社
）（
一
九
九
一
年
三
月
）
「
契
約
責
任
と
不
法
行
為
責
任
の
交
錯
」
奥
田
昌
道
先
生
還
暦
記
念
『
民
事
法
理
論
の
諸
問
題
上
』（
成
文
堂
）（
一
九
九
三
年
五
月
）
「
震
災
と
借
地
借
家
人
の
保
護
」
民
商
法
雑
誌
一
一
二
巻
四＝
五
号
（
一
九
九
五
年
八
月
）
「
ド
イ
ツ
民
法
に
お
け
る
瑕
疵
担
保
責
任
の
効
果
―
狭
義
の
損
害
の
賠
償
を
中
心
に
―
」
千
葉
大
学
法
学
論
集
一
〇
巻
三
号
（
一
九
九
六
年
一
月
）
「
ド
イ
ツ
民
法
に
お
け
る
瑕
疵
担
保
責
任
と
契
約
締
結
上
の
過
失
責
任
」
山
畠＝
五
十
嵐＝
藪
先
生
古
稀
記
念
『
民
法
学
と
比
較
法
学
の
諸
相
Ⅰ
』（
信
山
社
）（
一
九
九
六
年
三
月
）
「
責
任
競
合
論
―
請
求
権
競
合
説
へ
の
回
帰
―
」
北
川
善
太
郎
先
生
還
暦
記
念
『
契
約
責
任
の
現
代
的
諸
相
上
』（
東
京
布
井
出
版
）
（
一
九
九
六
年
四
月
）
「
ド
イ
ツ
民
法
に
お
け
る
瑕
疵
担
保
責
任
と
積
極
的
債
権
侵
害
」
星
野
英
一
先
生
古
稀
祝
賀
『
日
本
民
法
学
の
形
成
と
課
題
下
』（
有
斐
閣
）（
一
九
九
六
年
六
月
）
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
子
の
引
渡
請
求
と
そ
の
強
制
方
法
」
小
野
幸
二
教
授
還
暦
記
念
『
２１
世
紀
の
民
法
』（
法
学
書
院
）（
一
九
九
六
年
一
二
月
）
「
瑕
疵
担
保
論
史
」
水
本
浩＝
平
井
一
雄
編
『
日
本
民
法
学
史
・
各
論
』（
信
山
社
）（
一
九
九
七
年
四
月
）
「
送
付
売
買
に
お
け
る
危
険
負
担
」
千
葉
大
学
法
学
論
集
一
二
巻
一
号
（
一
九
九
七
年
七
月
）
「
売
買
の
解
除
、
無
効
、
取
消
と
危
険
負
担
」
好
美
清
光
先
生
古
稀
記
念
『
現
代
契
約
法
の
展
開
』（
経
済
法
令
研
究
会
）（
二
〇
〇
〇
年
七
月
）
“
D
as
R
uecktrittsrecht
im
japanishen
Zivilrecht”
千
葉
大
学
法
学
論
集
一
五
巻
二
号
（
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
）
「
求
償
債
権
の
消
滅
時
効
」
千
葉
大
学
法
学
論
集
一
六
巻
二
号
（
二
〇
〇
一
年
九
月
）（
＊
全
国
銀
行
学
術
研
究
振
興
財
団
研
究
助
成
論
文
集
第
三
号
三
一
〜
五
七
頁
（
二
〇
〇
二
年
二
月
）
に
再
録
）
「
ド
イ
ツ
民
法
に
お
け
る
子
の
引
渡
請
求
」
西
原
道
雄
先
生
古
稀
記
念
『
現
代
民
事
法
学
の
理
論
上
』（
信
山
社
）（
二
〇
〇
一
年
一
二
月
）
６７２
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
滅
時
効
法
の
改
正
作
業
」
千
葉
大
学
法
学
論
集
一
六
巻
三
号
、
四
号
（
二
〇
〇
一
年
一
二
月
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）
「
特
集
・
重
要
条
文
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
民
法
（
２
）」（
弁
済
提
供
、
履
行
、
受
領
遅
滞
を
執
筆
）
法
学
教
室
二
六
二
号
（
二
〇
〇
二
年
七
月
）
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
特
許
侵
害
に
基
づ
く
損
害
賠
償
の
範
囲
」
半
田
吉
信
編
『
知
的
財
産
権
の
侵
害
と
民
事
法
上
の
救
済
（
社
会
文
化
科
学
研
究
科
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
第
六
六
集
）』（
二
〇
〇
三
年
三
月
）
「
医
師
の
説
明
義
務
の
種
類
と
範
囲
」
植
木
哲
先
生
還
暦
記
念
『
医
事
法
の
方
法
と
課
題
』（
信
山
社
）（
二
〇
〇
四
年
六
月
）
「
旧
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
住
宅
に
関
す
る
私
的
所
有
権
の
形
成
」
千
葉
大
学
法
学
論
集
一
九
巻
一
号
（
二
〇
〇
四
年
七
月
）
「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
情
報
提
供
義
務
」
千
葉
大
学
法
学
論
集
二
〇
巻
二
号
（
二
〇
〇
五
年
九
月
）
「
ド
イ
ツ
の
離
婚
後
夫
婦
の
共
同
監
護
」
半
田
吉
信
編
『
現
代
社
会
に
お
け
る
家
族
法
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
社
会
文
化
科
学
研
究
科
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
第
一
一
七
集
）』（
二
〇
〇
六
年
三
月
）
「
ド
イ
ツ
の
婚
姻
前
男
女
の
子
に
対
す
る
共
同
監
護
」
小
野
幸
二
教
授
古
稀
記
念
『
２１
世
紀
の
家
族
と
法
』（
法
学
書
院
）（
二
〇
〇
七
年
三
月
）
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
弁
護
士
の
成
功
報
酬
合
意
に
関
す
る
近
時
の
議
論
」
千
葉
大
学
法
学
論
集
二
二
巻
一
号
（
二
〇
〇
七
年
八
月
）
「
集
合
債
権
譲
渡
担
保
と
国
税
徴
収
法
二
四
条
の
調
整
法
理
」（
広
木
華
代
と
共
同
執
筆
）
Ｎ
Ｂ
Ｌ
八
八
〇
号
（
二
〇
〇
八
年
五
月
）
「
ド
イ
ツ
の
不
動
産
提
携
ロ
ー
ン
と
顧
客
の
銀
行
に
対
す
る
既
払
金
の
返
還
請
求
権
」
千
葉
大
学
法
学
論
集
二
三
巻
二
号
（
二
〇
〇
八
年
九
月
）
「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
土
地
所
有
の
私
有
化
」
丸
山
英
気
先
生
古
稀
記
念
『
マ
ン
シ
ョ
ン
学
の
構
築
と
都
市
法
の
新
展
開
』（
株
式
会
社
プ
ロ
グ
レ
ス
）（
二
〇
一
〇
年
七
月
）
「
危
険
負
担
廃
止
論
批
判
」
千
葉
大
学
法
学
論
集
二
五
巻
二
号
（
二
〇
一
〇
年
七
月
）
「
新
し
い
契
約
類
型
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
契
約
」
下
森
定
先
生
傘
寿
記
念
『
債
権
法
の
近
未
来
像
』（
酒
井
書
店
）（
二
〇
一
〇
年
一
二
月
）
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
弁
護
士
の
成
功
報
酬
制
度
の
解
禁
」
千
葉
大
学
法
学
論
集
二
七
巻
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）
「
国
境
を
越
え
た
子
の
連
れ
去
り
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
監
護
権
条
約
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅱ
ａ
規
則
及
び
ハ
ー
グ
親
責
任
条
約
」
半
田
吉
信
編
『
日
独
比
較
民
事
法
（
人
文
社
会
科
学
研
究
科
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
第
二
五
三
集
）』（
二
〇
一
三
年
二
月
）
「
錯
誤
立
法
の
基
礎
」
千
葉
大
学
法
学
論
集
二
七
巻
四
号
（
二
〇
一
三
年
四
月
）
半田吉信先生 主要著作目録
６７３
Ⅲ翻
訳
「
ド
イ
ツ
債
務
法
現
代
化
法
（
二
〇
〇
一
年
一
一
月
制
定
）」
千
葉
大
学
法
学
論
集
一
七
巻
一
号
（
二
〇
〇
二
年
七
月
）
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
一
契
約
法
へ
の
歩
み
」
半
田
吉
信
編
『
日
中
欧
比
較
契
約
法
（
千
葉
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
第
九
二
集
）』（
二
〇
〇
四
年
三
月
）
ユ
ル
ゲ
ン
・
バ
セ
ド
ウ
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
一
契
約
法
へ
の
道
』
（
滝
沢
昌
彦
・
松
尾
弘
・
石
崎
泰
雄
・
益
井
公
司
・
福
田
清
明
と
共
訳
）（
法
律
文
化
社
）（
二
〇
〇
四
年
六
月
）
ハ
ン
ス
・
レ
ー
ザ
ー
「
日
本
の
新
し
い
法
科
大
学
院
―
―
比
較
法
学
者
の
注
釈
」
千
葉
大
学
法
学
論
集
一
九
巻
二
号
（
二
〇
〇
四
年
九
月
）
ペ
ー
タ
ー
・
シ
ュ
レ
ヒ
ト
リ
ー
ム
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
債
務
法
の
変
遷
』（
笠
井
修
・
石
崎
泰
雄
・
遠
藤
研
一
郎
・
田
中
志
津
子
・
舟
橋
秀
明
・
角
田
光
隆
・
藤
原
正
則
・
滝
沢
昌
彦
と
共
訳
）（
信
山
社
）
（
二
〇
〇
七
年
三
月
）
ペ
ー
タ
ー
・
ヴ
ィ
ン
デ
ル
「
意
思
欠
缺
の
法
的
取
り
扱
い
、
無
意
味
な
給
付
約
束
」
千
葉
大
学
法
学
論
集
二
六
巻
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
Ⅳ
判
例
評
釈
「
賃
料
増
額
請
求
権
と
裁
判
上
の
和
解
（
東
京
高
判
昭
和
五
四
・
五
・
二
二
判
時
九
三
四
号
五
五
頁
）」
判
例
評
論
二
五
二
号
（
一
九
八
〇
年
二
月
）
「
民
法
五
七
六
条
但
書
に
い
う
相
当
な
担
保
（
東
京
高
判
昭
和
五
五
・
七
・
三
〇
判
時
九
七
四
号
七
九
頁
）」
判
例
タ
イ
ム
ズ
四
三
九
号
（
一
九
八
一
年
六
月
）
「
リ
ー
ス
契
約
に
お
け
る
瑕
疵
担
保
責
任
と
危
険
負
担
（
最
一
小
判
昭
和
五
六
・
四
・
九
判
時
一
〇
〇
三
号
八
九
頁
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
六
五
号
（
一
九
八
二
年
五
月
）
「
五
歳
の
年
齢
差
が
あ
る
男
女
別
定
年
制
と
公
序
良
俗
違
反
（
最
三
小
判
昭
和
五
六
・
三
・
二
四
民
集
三
五
巻
二
号
三
〇
〇
頁
）」
判
例
タ
イ
ム
ズ
四
七
二
号
（
一
九
八
二
年
九
月
）
「
目
的
物
の
価
格
騰
貴
と
売
買
予
約
完
結
権
の
行
使
の
拒
否
（
最
三
小
判
昭
和
五
六
・
六
・
一
六
判
例
時
報
一
〇
一
〇
号
四
三
頁
）」
民
商
法
雑
誌
八
六
巻
六
号
（
一
九
八
二
年
九
月
）
「
数
量
不
足
の
売
主
の
担
保
責
任
と
損
害
賠
償
の
範
囲
（
最
一
小
判
昭
和
五
七
・
一
・
二
一
民
集
三
六
巻
一
号
七
一
頁
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
九
四
号
（
一
九
八
三
年
七
月
）
「
被
用
者
の
金
員
横
領
と
身
元
保
証
法
五
条
（
最
一
小
判
昭
和
五
七
・
一
二
・
二
民
集
三
六
巻
一
二
号
二
三
五
九
頁
）」
判
例
評
論
二
九
五
号
（
一
九
八
三
年
九
月
）
６７４
「
遺
留
分
減
殺
請
求
権
行
使
に
よ
る
目
的
物
返
還
請
求
権
等
の
消
滅
時
効
（
最
一
小
判
昭
和
五
七
・
三
・
四
民
集
三
六
巻
三
号
二
四
一
頁
）」
判
例
タ
イ
ム
ズ
五
〇
五
号
（
一
九
八
三
年
一
一
月
）
「
集
合
動
産
譲
渡
担
保
と
対
抗
要
件
（
福
岡
高
判
昭
和
五
七
・
九
・
三
〇
判
タ
四
八
二
号
九
九
頁
）」
法
律
時
報
五
六
巻
一
号
（
一
九
八
四
年
一
月
）
「
注
文
者
の
解
除
と
民
法
五
四
一
条
（
京
都
地
判
昭
和
五
八
・
一
〇
・
六
判
時
一
一
〇
八
号
一
一
九
頁
）」
判
例
評
論
三
〇
六
号
（
一
九
八
四
年
八
月
）
「
所
有
権
留
保
と
即
時
取
得
（
大
阪
高
判
昭
和
五
八
・
五
・
三
一
判
タ
五
〇
四
号
九
八
頁
）」
法
律
時
報
五
六
巻
一
〇
号
（
一
九
八
四
年
九
月
）
「
契
約
締
結
上
の
過
失
責
任
（
大
阪
地
判
昭
和
五
九
・
三
・
二
六
判
タ
五
二
六
号
一
六
八
頁
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
二
九
号
（
一
九
八
五
年
二
月
）
「
責
任
財
産
の
保
全
と
裁
判
上
の
催
告
（
福
岡
高
宮
崎
支
判
昭
和
五
九
・
一
〇
・
二
六
判
タ
五
四
五
号
一
五
二
頁
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
五
二
号
（
一
九
八
六
年
一
月
）
「
動
産
売
買
先
取
特
権
と
そ
の
実
行
、
保
全
（
東
京
高
決
昭
和
六
〇
・
五
・
一
六
判
時
一
一
五
七
号
一
一
八
頁
）」
法
律
時
報
五
八
巻
四
号
（
一
九
八
六
年
三
月
）
「
等
価
交
換
契
約
と
建
築
業
者
の
不
法
行
為
責
任
（
東
京
高
判
昭
和
六
一
・
四
・
二
四
判
時
一
二
〇
〇
号
六
七
頁
）」
判
例
評
論
三
三
四
号
（
一
九
八
六
年
一
二
月
）
「
被
害
者
の
自
殺
と
不
法
行
為
責
任
（
東
京
地
判
昭
和
六
一
・
六
・
二
四
判
時
一
一
九
五
号
三
四
頁
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
七
五
号
（
一
九
八
七
年
一
月
）
「
委
任
者
の
解
除
権
（
東
京
高
判
昭
和
六
〇
・
四
・
二
四
判
タ
五
七
八
号
八
二
頁
）」
法
律
時
報
五
九
巻
二
号
（
一
九
八
七
年
二
月
）
「
無
断
運
転
と
運
行
供
用
者
責
任
（
東
京
高
判
昭
和
六
一
・
一
〇
・
二
八
判
時
一
二
一
六
号
七
九
頁
）」
法
律
時
報
五
九
巻
一
二
号
（
一
九
八
七
年
一
一
月
）
「
説
明
義
務
違
反
と
銀
行
の
責
任
（
大
阪
地
判
昭
和
六
一
・
一
・
二
九
判
時
一
二
三
八
号
一
〇
五
頁
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
九
八
号
（
一
九
八
七
年
一
二
月
）
「
契
約
の
中
途
挫
折
と
不
法
行
為
責
任
（
東
京
高
判
昭
和
六
二
・
三
・
一
七
判
時
一
二
三
二
号
一
一
〇
頁
）」
判
例
評
論
三
四
六
号
（
一
九
八
七
年
一
二
月
）
「
民
法
一
一
七
条
二
項
に
い
う
過
失
の
意
義
（
最
三
小
判
昭
和
六
二
・
七
・
七
民
集
四
一
巻
五
号
一
一
三
三
頁
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
一
〇
号
（
一
九
八
七
年
度
重
要
判
例
解
説
）（
一
九
八
八
年
六
月
）
「
空
リ
ー
ス
と
代
金
支
払
拒
絶
権
（
仙
台
高
判
昭
和
六
二
・
一
二
・
二
五
判
時
一
二
六
五
号
九
二
頁
）」
判
例
評
論
三
五
五
号
（
一
九
八
八
年
九
月
）
「
労
災
、
厚
生
年
金
保
険
給
付
の
損
害
賠
償
額
か
ら
の
控
除
（
最
二
小
判
昭
和
六
二
・
七
・
一
〇
民
集
四
一
巻
五
号
一
二
〇
二
頁
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
二
一
号
（
一
九
八
八
年
一
一
月
）
「
売
買
目
的
物
に
法
律
的
瑕
疵
の
あ
る
場
合
と
損
害
賠
償
の
範
囲
半田吉信先生 主要著作目録
６７５
（
東
京
高
判
昭
和
六
二
・
六
・
三
〇
判
タ
六
五
八
号
一
二
九
頁
）」
法
律
時
報
六
〇
巻
一
二
号
（
一
九
八
八
年
一
一
月
）
「
時
効
消
滅
し
た
債
権
と
同
一
性
を
有
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
時
効
の
成
否
（
東
京
高
判
昭
和
六
三
・
七
・
一
九
判
時
一
二
八
五
号
四
九
頁
）」
判
例
評
論
三
六
〇
号
（
一
九
八
九
年
二
月
）
「
損
害
賠
償
額
の
予
定
に
関
す
る
約
定
の
解
釈
（
最
二
小
判
昭
和
六
三
・
一
一
・
二
五
判
時
一
三
〇
一
号
九
六
頁
）」
判
例
評
論
三
六
六
号
（
一
九
八
九
年
八
月
）
「
建
物
賃
借
人
の
地
代
弁
済
と
第
三
者
弁
済
（
最
二
小
判
昭
和
六
三
・
七
・
一
判
時
一
二
八
七
号
六
三
頁
）」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
民
法
判
例
百
選
Ⅱ
債
権
（
第
三
版
）』（
一
九
八
九
年
一
〇
月
）（
＊
同
第
四
版
（
一
九
九
六
年
三
月
）、
同
第
五
版
（
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
）、
同
第
五
版
新
法
対
応
補
正
版
（
二
〇
〇
五
年
四
月
）、
同
第
六
版
（
二
〇
〇
九
年
四
月
）
に
再
録
）
「
物
上
保
証
人
が
し
た
被
担
保
債
権
の
存
在
の
承
認
と
相
対
的
な
時
効
中
断
効
の
有
無
（
最
一
小
判
昭
和
六
二
・
九
・
三
判
時
一
三
一
六
号
九
一
頁
）」
判
例
評
論
三
七
三
号
（
一
九
九
〇
年
三
月
）
「
詐
害
行
為
と
原
状
回
復
（
最
三
小
判
昭
和
六
三
・
七
・
一
九
判
時
一
二
九
九
号
七
〇
頁
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
五
三
号
（
一
九
九
〇
年
四
月
）
「
民
法
七
二
四
条
後
段
の
法
意
（
最
一
小
判
平
成
元
・
一
二
・
二
一
民
集
四
三
巻
一
二
号
二
二
〇
九
頁
）」
民
商
法
雑
誌
一
〇
三
巻
一
号
（
一
九
九
〇
年
一
〇
月
）
「
土
地
と
地
上
建
物
の
所
有
者
が
異
な
る
場
合
の
法
定
地
上
権
の
成
否
（
最
二
小
判
平
成
二
・
一
・
二
二
民
集
四
四
巻
一
号
三
一
四
頁
）」
判
例
評
論
三
八
二
号
（
一
九
九
〇
年
一
二
月
）
「
リ
ー
ス
契
約
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
未
引
渡
（
札
幌
地
判
平
成
二
・
三
・
二
六
判
時
一
三
五
九
号
一
〇
〇
頁
）」
判
例
評
論
三
八
五
号
（
一
九
九
一
年
三
月
）
「
危
険
負
担
（
大
判
大
正
一
一
・
四
・
二
八
民
集
一
巻
二
二
八
頁
）」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
不
動
産
取
引
判
例
百
選
（
第
二
版
）』
（
一
九
九
一
年
七
月
）
「
敷
地
賃
借
権
付
き
建
物
の
売
買
に
お
け
る
敷
地
の
欠
陥
と
売
買
目
的
物
の
隠
れ
た
瑕
疵
（
最
三
小
判
平
成
三
・
四
・
二
民
集
四
五
巻
四
号
三
四
九
頁
）」
判
例
評
論
三
九
五
号
（
一
九
九
二
年
一
月
）
「
特
定
の
遺
産
を
特
定
の
相
続
人
に
相
続
さ
せ
る
趣
旨
の
遺
言
の
解
釈
（
最
二
小
判
平
成
三
・
四
・
一
九
民
集
四
五
巻
四
号
四
七
七
頁
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
九
六
号
（
一
九
九
二
年
三
月
）
「
仮
登
記
付
不
動
産
の
第
三
取
得
者
と
予
約
完
結
権
の
消
滅
時
効
の
援
用
（
最
一
小
判
平
成
四
・
三
・
一
九
民
集
四
六
巻
三
号
二
二
二
頁
）」
判
例
評
論
四
百
八
号
（
一
九
九
三
年
二
月
）
「
金
銭
と
遺
産
分
割
（
最
二
小
判
平
成
四
・
四
・
一
〇
判
時
一
四
二
一
号
七
七
頁
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
二
〇
号
（
一
九
九
三
年
四
月
）
「
パ
ン
テ
ィ
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
売
買
事
件
（
最
三
小
判
平
成
四
・
一
〇
・
二
〇
民
集
四
六
巻
七
号
一
一
二
九
頁
）」
判
例
評
論
四
一
五
号
（
一
九
九
四
年
一
月
）
「
建
物
の
競
売
と
敷
地
賃
借
権
の
不
存
在
（
大
阪
地
判
平
成
四
・
四
・
二
四
判
時
一
四
六
一
号
一
〇
六
頁
）」
判
例
評
論
四
一
九
号
６７６
（
一
九
九
四
年
一
月
）
「
受
遺
者
の
選
定
と
遺
言
執
行
者
に
委
託
す
る
旨
の
遺
言
の
効
力
（
最
三
小
判
平
成
五
・
一
・
一
九
民
集
四
七
巻
一
号
一
頁
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
四
二
号
（
一
九
九
四
年
四
月
）
「
担
保
権
消
滅
後
の
転
得
者
と
民
法
一
七
七
条
の
第
三
者
（
最
三
小
判
昭
和
六
二
・
一
一
・
一
二
判
時
一
二
六
一
号
七
一
頁
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
『
担
保
法
の
判
例
Ⅱ
』（
一
九
九
四
年
六
月
）
「
主
債
務
者
の
消
滅
時
効
を
中
断
す
る
た
め
の
連
帯
保
証
人
に
対
す
る
再
訴
の
許
否
（
東
京
高
判
平
成
五
・
一
一
・
一
五
判
時
一
四
八
一
号
一
三
九
頁
）」
判
例
評
論
四
二
六
号
（
一
九
九
四
年
八
月
）
「
共
同
親
権
者
に
お
け
る
幼
児
の
引
渡
請
求
（
最
三
小
判
平
成
四
・
四
・
二
六
民
集
四
八
巻
三
号
九
九
二
頁
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
六
〇
号
（
一
九
九
五
年
二
月
）
「
自
称
代
理
人
に
対
す
る
預
金
担
保
貸
付
と
民
法
四
七
八
条
の
類
推
適
用
（
最
三
小
判
平
成
六
・
六
・
七
金
法
一
四
二
二
号
三
二
頁
）」
金
融
判
例
研
究
第
五
号
（
金
法
一
四
二
八
号
）（
一
九
九
五
年
九
月
）
「
被
担
保
債
権
弁
済
期
後
の
譲
渡
担
保
権
設
定
者
の
受
戻
権
（
最
三
小
判
平
成
六
・
二
・
二
二
民
集
四
八
巻
二
号
四
一
四
頁
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
八
〇
号
（
一
九
九
五
年
一
二
月
）
「
土
地
賃
借
権
の
瑕
疵
（
最
三
小
判
平
成
三
・
四
・
二
民
集
四
五
巻
四
号
三
四
九
頁
）」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
民
法
判
例
百
選
Ⅱ
債
権
（
第
四
版
）』（
一
九
九
六
年
三
月
）（
＊
同
第
五
版
（
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
）、
同
第
五
版
新
法
対
応
補
正
版
（
二
〇
〇
五
年
四
月
）、
同
第
六
版
（
二
〇
〇
九
年
四
月
）
に
再
録
）
「
債
務
者
の
承
認
に
よ
る
被
担
保
債
権
の
時
効
中
断
と
物
上
保
証
人
（
最
二
小
判
平
成
七
・
三
・
一
〇
金
法
一
四
二
一
号
一
二
七
頁
）」
金
法
一
四
六
〇
号
（
金
融
判
例
研
究
第
六
号
）（
一
九
九
六
年
九
月
）
「
自
動
車
の
欠
陥
と
製
造
物
責
任
（
大
津
地
判
平
成
八
・
二
・
九
判
タ
九
一
八
号
一
八
六
頁
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
〇
七
号
（
一
九
九
七
年
三
月
）
「
物
上
保
証
人
に
対
す
る
不
動
産
競
売
と
被
担
保
債
務
の
時
効
中
断
（
最
二
小
判
平
成
八
・
七
・
一
二
民
集
五
〇
巻
七
号
一
九
〇
一
頁
、
最
二
小
判
平
成
八
・
九
・
二
七
民
集
五
〇
巻
八
号
二
三
九
五
頁
）」
判
例
評
論
四
五
九
号
（
一
九
九
七
年
一
〇
月
）
「
共
同
抵
当
権
設
定
後
の
建
物
取
壊
し
、
新
建
物
建
築
と
法
定
地
上
権
の
成
否
（
最
三
小
判
平
成
九
・
二
・
一
四
民
集
五
一
巻
二
号
三
七
五
頁
）」
判
例
評
論
四
六
四
号
（
一
九
九
七
年
一
〇
月
）
「
背
信
的
悪
意
者
か
ら
の
転
得
者
と
民
法
一
七
七
条
の
第
三
者
（
最
三
小
判
平
成
八
・
一
〇
・
二
九
民
集
五
〇
巻
九
号
二
五
〇
六
頁
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
二
七
号
（
一
九
九
八
年
二
月
）
「
予
防
接
種
ワ
ク
チ
ン
禍
事
件
上
告
審
判
決
（
最
二
小
判
平
成
一
〇
・
六
・
一
二
民
集
五
二
巻
四
号
一
〇
八
七
頁
）」
判
例
評
論
四
八
一
号
（
一
九
九
九
年
三
月
）
「
宅
配
便
の
荷
受
人
の
運
送
人
に
対
す
る
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
と
約
款
上
の
責
任
制
限
（
最
一
小
判
平
成
一
〇
・
四
・
三
〇
判
時
一
六
四
六
号
一
六
二
頁
）」
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
一
九
号
（
一
九
九
九
年
七
月
）
「
連
帯
保
証
に
お
け
る
内
部
負
担
割
合
（
東
京
地
判
平
成
一
一
・
半田吉信先生 主要著作目録
６７７
六
・
二
四
判
時
一
六
九
〇
号
八
三
頁
）」
判
例
評
論
四
九
六
号
（
二
〇
〇
〇
年
六
月
）
「
相
続
さ
せ
る
遺
言
が
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
遺
言
執
行
者
の
職
務
権
限
（
最
一
小
判
平
成
一
一
・
一
二
・
一
六
民
集
五
三
巻
九
号
一
九
八
九
頁
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
八
六
号
（
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
）
「
主
た
る
債
務
の
消
滅
時
効
中
断
の
た
め
の
連
帯
保
証
債
務
の
履
行
を
求
め
る
訴
え
の
提
起
（
大
阪
高
判
平
成
一
二
・
六
・
三
〇
金
法
一
五
九
八
号
四
九
頁
）」
金
法
一
六
二
〇
号
（
金
融
判
例
研
究
一
一
号
）（
二
〇
〇
一
年
九
月
）
「
賃
借
人
破
産
と
違
約
金
特
約
の
効
力
（
名
古
屋
高
判
平
成
一
二
・
四
・
二
七
判
時
一
七
四
八
号
一
三
四
頁
）」
判
例
評
論
五
一
六
号
（
二
〇
〇
二
年
二
月
）
「
建
物
建
築
請
負
契
約
と
建
物
の
建
て
替
え
に
要
す
る
費
用
相
当
額
の
損
害
賠
償
請
求
（
最
三
小
判
平
成
一
四
・
九
・
二
四
判
時
一
八
〇
一
号
七
七
頁
）」
判
例
評
論
五
三
三
号
（
二
〇
〇
三
年
七
月
）
「
高
齢
者
の
レ
ス
ト
ラ
ン
自
動
ド
ア
接
触
に
よ
る
転
倒
事
故
と
経
営
者
の
土
地
工
作
物
責
任
（
東
京
地
判
一
三
・
一
二
・
二
七
判
時
一
七
八
九
号
九
四
頁
）」
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
二
七
号
（
二
〇
〇
三
年
七
月
）
「
手
付
放
棄
に
よ
る
解
除
と
不
動
産
業
者
の
仲
介
料
請
求
権
（
福
岡
高
那
覇
支
判
平
成
一
五
・
一
二
・
二
五
判
時
一
八
五
九
号
七
三
頁
）」
判
例
評
論
五
五
三
号
（
二
〇
〇
五
年
三
月
）
「
弁
護
士
に
よ
る
委
任
事
務
の
処
理
方
法
の
選
択
と
債
務
不
履
行
責
任
の
成
否
（
東
京
地
判
平
成
一
六
・
四
・
二
七
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
八
七
号
二
四
一
頁
）」
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
三
三
号
（
二
〇
〇
六
年
八
月
）
「
新
生
児
取
り
違
え
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
消
滅
時
効
の
起
算
点
（
東
京
高
判
平
成
一
八
・
一
〇
・
一
二
判
例
時
報
一
九
七
八
号
一
七
頁
）」
判
例
評
論
五
八
九
号
九
頁
（
二
〇
〇
八
年
三
月
）
「
譲
渡
担
保
権
消
滅
後
の
不
動
産
の
第
三
者
へ
の
譲
渡
（
最
判
昭
和
六
二
・
一
一
・
一
二
判
時
一
二
六
一
号
七
一
頁
）」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
不
動
産
取
引
判
例
百
選
（
第
三
版
）』（
二
〇
〇
八
年
七
月
）
「
取
材
担
当
者
の
言
動
等
か
ら
一
定
の
内
容
、
方
法
に
よ
る
放
送
を
期
待
し
た
こ
と
と
法
的
保
護
（
最
判
平
成
二
〇
・
六
・
一
二
民
集
六
二
巻
六
号
一
六
五
六
頁
）」
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
三
九
号
四
二
頁
（
二
〇
〇
九
年
七
月
）
「
有
害
物
質
が
土
壌
に
含
ま
れ
る
土
地
の
売
買
と
瑕
疵
担
保
責
任
（
最
判
平
成
二
二
・
六
・
一
判
時
二
〇
八
三
号
七
七
頁
）」
判
例
評
論
六
二
五
号
一
〇
頁
（
二
〇
一
一
年
三
月
）
「
使
用
者
の
帰
責
事
由
に
よ
る
労
務
提
供
意
思
の
欠
如
と
民
法
五
三
六
条
二
項
（
東
京
高
判
平
成
二
三
・
二
・
二
三
判
時
二
一
二
九
号
一
二
一
頁
）」
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
四
五
号
一
四
頁
（
二
〇
一
二
年
七
月
）
Ⅴ
そ
の
他
「﹇
座
談
会
﹈
目
的
到
達
に
よ
る
債
権
の
消
滅
に
つ
い
て
（
上
・
下
）」
Ｌ
ａ
ｗ
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
二
三
号
、
二
四
号
（
一
九
八
〇
年
６７８
八
、
九
月
）
「﹇
書
評
﹈
石
本
雅
男
・
無
過
失
損
害
賠
償
責
任
論
（
１
、
２
巻
）
―
ロ
ー
マ
法
に
お
け
るC
ulpa
levissim
a
の
比
較
法
学
的
研
究
」
法
律
時
報
五
五
巻
九
号
（
一
九
八
三
年
九
月
）
「
ド
イ
ツ
家
族
法
文
献
紹
介
」
比
較
法
研
究
五
二
号
〜
六
四
号
（
一
九
九
〇
年
一
二
月
〜
二
〇
〇
三
年
三
月
）
「﹇
民
法
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹈
瑕
疵
担
保
責
任
の
法
的
性
質
と
効
果
」
私
法
五
五
号
（
一
九
九
三
年
四
月
）
半田吉信先生 主要著作目録
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